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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜研修＞
・法人研修
　第6回法人研修

　日時：3月2日（火）、3月4日（木）17：30～
　場所：メモリアルホール
テーマ：｢人権擁護について～現場の事例から学ぶ～｣
　講師：訪問看護・介護ステーション五福　福士亜希子SGM

三沢研修：3月9日（火）、10日（水）17:30～
　場所：ＬＣＰみさわミーティングルーム

※出席する際はマスクを着用し、席の間隔を前後左右であけ着席するようにして下さい。

　当日の出欠予定の記入を各自でお願い致します。
　ＷIZの書類フォルダー⇒教育委員会⇒
　2020年度⇒法人研修⇒第6回法人研修⇒出欠表
　※名前のない方は名前を出欠表へ入力し、出欠予定を記入して下さい。
　※資料は配布しませんので、各自筆記用具を持参して下さい。
・看護グループ研修

日　時：2月25日（木）13：15～13：45

場　所：病院2階　会議室

テーマ：レセプト関連（出来高病棟、包括病棟）

対　象：初級・中級スタッフ（対象スタッフ以外の希望者も参加可）

講　師：神TOL
＜全体連絡＞
・弥生祭り　3月23日実施予定。

・昇格試験
 試験日程：2月23日(火)・24日(水)・25日(木)

 場　　所：【八戸会場】メンタル4階メモリアルホール

※試験会場は使用状況により変更になる場合あり。
 試験時間：17：30～18：30
 申込期間：2月8日（月）～2月14日（日）17：00
 対象職員：中級・上級受験資格者

 申込方法：みんなの共有⇒総務室⇒2.昇格試験申込

※受験申し込みをしたら必ず各管理者へ報告すること。

※受験申し込みは申込期間中に行うこと。受験申込をしないと受験できない。
※未取得分野については各管理者より確認すること。
　不明な点については、総務チームへ問い合わせること。
・新型コロナウィルス感染対策として
　‣防護具（ガウン、手袋、フェイスシールド、キャップ）と医療廃棄箱を2階浴室に準備している。
　‣コロナ疑いのある方（発熱、咳、鼻汁、味覚、臭覚異常）
感染の疑いがある際には、玄関から入らずに風呂場近くの外の階段から2F風呂場に待機してもらうよう決定。
来所した利用者様が感染の疑いがある場合には体温測定したスタッフがそのまま対応する。
感染疑いがある方に帰ってもらう際には、どのような手段をとるのか検討中。
送迎するとしたら、PPE（防護具）装着するか…？
・抗原検査は公費負担で行える。その場合には青南病院がかかりつけの方を対象とする。利用者様・患者様の家族は対象外。青陽館利用者様へ告知していく。
スタッフの家族までが抗原検査の対象となっている。
窓口は佐藤真一さん、佐藤志穂さん、赤坂里美さんとなっている。
‣外部の方（弁当屋、利用者様家族）が玄関に入る際は、玄関先までにするのか。お金のやり取りはトレイにする。
‣何らかの理由によりマスク着用出来ない場合
1、個室対応　2、帰宅してもらう
・利用率向上に向けた取り組み
デイケア・ショートケアの利用率が下がっているため、利用日に来所しない方には必ず電話で状況確認を行っていく。

・新型コロナウイルス感染症感染者発生シミュレーションの机上訓練
問①、②について実施済み。問③以降は順次実施していく。
＜書類等の作成及び点検について＞
『疾患別診療計画書・LASMI・転倒評価の作成について』

・２人一組の担当制にする。互いの担当利用者様分の疾患別診療計画書の作成、電子カルテへの登録が済んでいるかを
⇒グループ：久保・山田、蕨野・犹守、戸賀沢・藤田で確認し、お互いに協力して期日までに終了する。LASMI等の評価も同様に行っていく。
＊LASMI、転倒転落評価は年1回（2月評価）へ変更。ただし、新規利用者は8月に評価を行うこととする。
『記録・マニュアル等の点検について』
・日誌と電子カルテの出席、電子カルテの記録(日報、医師評価)の突合等
デイケア：久保・鳥谷部　ショートケア：蕨野・犹守　＊日誌の誤字脱字も　
デイナイトケア：藤田・戸賀沢

＊日報、医師評価が入力済みか、個人名の記載の有無
＊日誌と電子カルテの出席に漏れが無い様、毎日のチェックと毎月の確認を行っていく。
・通所の各種マニュアルの更新
＜ホームページへのデイケアプログラムアップについて＞

25日プログラム資料提出。
テーマの入力はプログラムを作成した人が行う。20日までに入力確認し、電算化委員会庄司さんか長津さんへ蕨野さんが20日にメール送信する。

・テーマの入力場所
　通所リハ⇒2プログラム⇒2-④ プログラムカレンダー⇒プログラムカレンダー2021.3
＜利用者様情報＞

デイケア
・平山　敬之　様～本日体験利用実施している。スタッフが挨拶すると「以前病棟に居ましたよね。」と気さくに話し掛けがあり、仕事は順調との事。プログラムでは、栄養指導について「自分で作ったりしてるんで、聞いてみたいですね。」と意欲的であり、途中から参加し、筆記用具を準備しているがメモをせずに過ごしている。余暇時間は他利用者様に話し掛けられると穏やかに返答しているが、自らの話し掛けは見られない。スタッフが声を掛けると「正直、年齢層とか自分に合っていないような気がして。あまりワイワイするのが、好きじゃなくて、一人で過ごすのが好きです。」と利用を迷っている発言がある。利用の仕方は個々で異なる為無理に交流を持つ必要はない事と、外来の予約時間を遅く設定して、午後の勉強会に合わせての利用を促している。
デイナイトケア
・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供あり。今朝、左腋窩痛を訴え湿布の希望あり、貼布している。本日のデイナイトケアでは、左腋窩痛を訴えてくることはなく、運動療法でのラジオ体操や歌謡フラダンスの動きには支障なく動かしている。
ショートケア
特記事項無し
＜事例検討＞

カンファレンスシート（　淡路　智恵子　様　）
実施日：2021年2月24日（水）13：30～14：00

担当：久保

検討内容　目標・治療計画の見直し

	氏名
	淡路　智恵子
	性別
	女
	年齢
	65
	生年月日
	S30.7.12

	主病名
	統合失調症
	合併症
	高血圧症、脂質異常症、
耐糖能異常、神経因性膀胱

	治療方針（医師の指示）
	1生活リズムの改善　　　2運動の習慣化
3人付き合いの場の参加　　4注意・集中力の維持・改善。
5服薬の習慣化・必要性の理解・病気への理解を深める・現実的判断が出来る。

	本人希望
	いずれはアパートへ行きたい。

	家族希望
	現状を維持する。（義姉）

	入院歴
	計　1回（最終：Ｈ9年5月22日～Ｈ11年5月3日）発病時期S50（20歳）

	通所歴
	　1回目

デイケア：H11年5月26日～現在
デイナイトケア：2020年11月2日～現在

	その他サービス利用
	青風荘入居中

	住居：青風荘 （2020年11月1日入居）
	家族構成

義姉→八戸在住

妹→白銀岬台在住（保護者）

	利用制度
	障害手帳2級
	年金2級
	生活保護受給（自立支援、介護保険、重度医療等）


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化せず、青風荘での生活を続ける。
	①不安や心配事をスタッフに相談し、解決、受容する。
	①不安、心配事を執拗にならずスタッフへ伝える。
	自身で歪んだ解釈をすることが多い為、面談を通し本人の思いを汲み取る。


	
	②他者トラブルをなるべく起こさない。
	②他者への不満がある際にも易怒的とならない。
	不満がある場合突発的な言動が見られることがある。対応する時間をしっかりと設け、冷静となれるよう関わる。

	
	③IADLの維持。
	③現在の金銭管理や、服薬、買い物等自己管理を継続する。
	管理状況を都度確認する。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①不安、心配事を執拗にならずスタッフへ伝える。
	・不安や質問事項があれば、スタッフや他利用者様へ頻回に確認をすることがある。また、その際には切迫感が強く、スタッフの説明も聞き入れるのが難しい状態となることが多い。

・昨年青風荘入居時、手続きや準備を各スタッフで対応していたが、本人が理解出来ていない点もあり突発的な言動が認められることがあった。（ex.デイケアから青山荘へ行き、電話を掛けようとする。GHの身辺整理にて処理した荷物があるため警察を呼び対処してもらいたいと話す）その際は、スタッフより何度も説明をし、時間経過することで徐々に落ち着いていた。
	・頻回に質問をしたり不満を訴えた際には、スタッフ間で統一した対応を取り、本人が不安にならないようにする。
・情報を勘違いしやすく、1人で空回りしていることもあるため、伝える内容は簡潔にしていく。

	②他者への不満がある際にも易怒的とならない。
	・過去にデイケアでは、特定利用者様（田端香織様）のことを苦手としており、田端様が目立った言動をするたびに、声高にスタッフへ指摘をしていた。

・以前、青風荘にて夕食を摂取している最中、淡路様の背中に他利用者様（岩城敏夫様）が座っている椅子がぶつかることがあった。その際も突然「いつも当たるんだよ！すごく痛い！」と声高に発言しており、互い深く座るようにしたりと促している。
	・デイナイトケア利用開始後は、大きなトラブル無く経過している。上記の通り関わっていく。

	③現在の金銭管理や、買い物等自己管理を継続する。
	・現在、買い物時の移動手段や金銭など可能な範囲で自己管理している。
	・自己管理を継続出来るよう、何か困っている点があれば返答し、促しも行っていく。

	
	・現在もアパート生活を希望している。
・青風荘入居後より、2回転倒している。
	


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化せず、青風荘での生活を続ける。
	①不安や心配事をスタッフに相談し、解決、受容する。
	①不安、心配事を執拗にならずスタッフへ伝える。
	自身で歪んだ解釈をすることが多い為、面談を通し本人の思いを汲み取る。


	
	②他者トラブルをなるべく起こさない。
	②他者への不満がある際にも易怒的とならない。
	不満がある場合突発的な言動が見られることがある。対応する時間をしっかりと設け、冷静となれるよう関わる。

	
	③IADLの維持。
	③現在の金銭管理や、服薬、買い物等自己管理を継続する。
	管理状況を都度確認する。


